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１．研究の背景と目的 

 マリモ（Aegagropila brownii）は，アオミソウ科に分類される淡水性の緑藻の一種であ

る．現在，直径 15 ㎝を超える大型個体の群生地は世界でも阿寒湖のみとなっており，特

別天然記念物に指定されている．マリモは近年個体数の減少が問題となっており，阿寒湖

の中で 4 か所存在していた群生地は現在ではチュウルイ湾とキネタンぺ湾の 2 か所のみと

なっている．このような現状を受けて，マリモの保全を目的とした取り組みや調査研究が

なされている．また，令和 6 年度から実施されている，釧路市教育委員会による「阿寒湖

のマリモ」天然記念物緊急調査では，マリモの保護管理のための重要な要素であるマリモ

の健全度を科学的に評価しうる指標の設定を目指している．そこで本研究では，マリモ内

部の有機物の質量に注目し，マリモの水中落下実験により得られた弾性係数や，マリモの

サイズ，マリモの MR 画像との比較を行うことでマリモの健全性との関係について考察を

行った． 

２．結果 

 マリモの内部には光合成が不可能であることから

空洞になっていることが知られており，マリモの隙

間と空洞部分には有機物が付着・内包されている．

マリモの内部有機物（以下，内容物）の質量が多い

ほどマリモの密度が小さく，空洞が大きくなると推

測でき，それはマリモが健全ではないことがわかる

のではないかと考えた．また，マリモの弾性係数は

弾性係数が大きいほどマリモが外力を受けても壊れ

にくいと考えた．よって，マリモの内容物質量が大

きいほど弾性係数は小さくなると仮説を立てた．結

果としては，予想していたような内容物質量と弾性

係数の関係性は見られなかった．そこで，マリモの

サイズも関係しているのではないかと考え，もう一

度関係性について比較を行った．半径が同じまたは近しい値をとるマリモ同士について比

較を行ったところ全 10 組中 8 組において内容物質量の大きいマリモの弾性係数が小さく

 

図 1 水中落下実験（直径約 10

㎝） 



なるという結果が得られた． 

 また，神戸大学医学部附属病院放射線部にてマリモの MR 画像の撮像を行った．MR 画

像においてチュウルイ湾とキネタンぺ湾のマリモについて比較を行ったところ，藻体の厚

さや内部の亀裂，チュウルイ湾のマリモにのみ見られた塊状の物質などの存在からチュウ

ルイ湾のマリモの状態が悪いと判断できる．これは内容物質量に関してもチュウルイ湾の

マリモの内容物質量の方がキネタンぺ湾のマリモよりも多いという結果が出ており，一致

している． 

３．まとめ 

 ・半径が近いマリモ同士であればマリモの内容物質量が大きいほど弾性係数が小さくな

るという結果が示された． 

 ・2 つの湾における内容物質量と弾性係数の関係および MR 画像による内部状態の比較

においてチュウルイ湾のマリモの方がキネタンぺ湾のマリモよりも状態が悪いことが示唆

された． 

 ・以上からマリモの内容物質量はマリモの健全度指標となると考えられる． 
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